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当第2Ｑ累計  
(’08/4～’08/9)

(A)

前中間期  
(’07/4～’07/9)

(B)

増 減
(A-B)

増減率
(%)

(単位 :  百万円 )

売上高売上高 109,469 95,605 13,864 14.5%

営業利益営業利益 7,780 6,958 822 11.8%

経常利益経常利益 7,064 6,869 195 2.8%

四半期純利益四半期純利益 4,858 4,930 ▲72 ▲1.5%

連結業績の概要① １



当第2Ｑ累計
(’08/4～’08/9)

(A)

前中間期
(’07/4～’07/9)

(B)

増 減
(A-B)

増減率  
(%)

(単位 : 百万円)

売上高売上高 リンテックリンテック 94,401 81,046 13,355 16.5%

連結子会社連結子会社 28,467 25,474 2,993 11.7%

消去消去 ▲13,399 ▲10,915 ▲2,484 ―

計計 109,469 95,605 13,864 14.5%

営業利益営業利益 リンテックリンテック 4,148 2,969 1,179 39.7%

連結子会社連結子会社 3,696 4,039 ▲343 ▲8.5%

消去消去 ▲64 ▲50 ▲14 ―

計計 7,780 6,958 822 11.8%

●液晶・ＰＤＰ・タッチパ  
ネル関連粘着製品やカラー  
封筒用紙の新製品などが好  
調に推移

●マディコの太陽電池用  
バックシートが大幅な伸長

●韓国、台湾子会社におけ  
る液晶関連事業が好調に推  
移

●リンテックコリア、蘇州  
も堅調に推移

●増収、価格改定効果

●原燃料価格の上昇

●減価償却費の増加

●マディコ、リンテックコリ  
アなどの増収効果

●円高による損益換算レート  
の影響

連結業績の概要② ２



当第2Ｑ累計
(’08/4～’08/9)

(A)

前中間期
(’07/4～’07/9)

(B)

増 減
(A-B)

増減率
(%)

(単位 : 百万円)

粘粘  
着着  
関関  
連連  
事事  
業業

印刷・情報材事業印刷・情報材事業部門部門 24,989 24,356 633 2.6%

産業工材事業産業工材事業部門部門 20,339 19,452 887 4.6%

ヘルスケア事業ヘルスケア事業部門部門 946 963 ▲17 ▲1.8%

オプティカル材事業オプティカル材事業部門部門 25,787 14,236 11,551 81.1%

ｱｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾄﾏﾃﾘｱﾙｽﾞ事業ﾄﾞﾊﾞﾝｽﾄﾏﾃﾘｱﾙｽﾞ事業部門部門 15,260 15,859 ▲599 ▲3.8%
紙紙  
関関  
連連  
事事  
業業

洋紙事業洋紙事業部門部門 10,545 9,846 699 7.1%

加工材事業加工材事業部門部門 11,603 10,893 710 6.5%

合計合計 109,469 95,605 13,864 14.5%

事業部門別連結売上高の概要 ３



当第2Ｑ累計
(’08/4～’08/9)

(A)

前中間期
(’07/4～’07/9)

(B)

増 減
(A-B)

増減率
(%)

(単位 : 百万円)

粘着粘着

関連関連

事業事業

・印刷・情報材事業部門・印刷・情報材事業部門

・産業工材事業部門・産業工材事業部門

・ヘルスケア事業部門・ヘルスケア事業部門

・オプティカル材・オプティカル材

事業部門事業部門

・ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾄﾏﾃﾘｱﾙｽﾞ・ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾄﾏﾃﾘｱﾙｽﾞ

事業部門事業部門

売上高売上高 83,944 71,458 12,486 17.5%

営業利益営業利益 6,031 5,148 883 17.2%

紙関連紙関連

事業事業

・ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾄﾏﾃﾘｱﾙｽﾞ・ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾄﾏﾃﾘｱﾙｽﾞ

事業部門事業部門

・洋紙事業部門・洋紙事業部門

・加工材事業部門・加工材事業部門

売上高売上高 25,525 24,147 1,378 5.7%

営業利益営業利益 1,741 1,803 ▲62 ▲3.4%

セグメント別業績 ４



当第2Ｑ累計
(’08/4～’08/9)

(A)

前中間期
(’07/4～’07/9)

(B)

増 減
(A-B)

(単位 : 百万円)

設備投資設備投資額額 4,690 7,424 ▲2,734

減価償却費減価償却費 5,394 4,139 1,255

研究開発費研究開発費 2,989 3,052 ▲63

設備投資額・減価償却費・研究開発費 ５



連結業績の見通し①（事業部門別連結売上高）

（注）2008年4月1日の組織変更で可変情報印字用ラベルサプライ製品などを印刷・情報材事業部門から産業工材事業部門に移管しました。
上表は2008年3月期の実績を新組織に組み替えて記載しております。

上期実績  
(’08/4～’08/9)

(A)

下期見通し  
(’08/10～’09/3)

(B)

通期見通し  
(’08/4～’09/3)

(C （A+B))

当初予想  
(’08/4～’09/3)

(D)

増 減
(C-D)

(参考)

前期実績
(’07/4～’08/3)

(単位 : 百万円)

粘粘  
着着  
関関  
連連  
事事  
業業

印刷・情報材事業印刷・情報材事業部門部門 24,989 25,500 50,500 51,200 ▲700 50,523

産業工材事業産業工材事業部門部門 20,339 22,200 42,500 41,500 1,000 39,973

ヘルスケア事業ヘルスケア事業部門部門 946 900 1,800 1,700 100 1,856

オプティカル材事業オプティカル材事業部門部門 25,787 18,700 44,500 40,000 4,500 34,608

ｱｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾄﾏﾃﾘｱﾙｽﾞﾄﾞﾊﾞﾝｽﾄﾏﾃﾘｱﾙｽﾞ

事業事業部門部門 15,260 13,600 28,900 34,000 ▲5,100 31,912
紙紙  
関関  
連連  
事事  
業業

洋紙事業洋紙事業部門部門 10,545 10,600 21,200 20,900 300 20,898

加工材事業加工材事業部門部門 11,603 11,000 22,600 22,700 ▲100 22,526

合計合計 109,469 102,500 212,000 212,000 ー 202,296

６



●印刷・情報材事業部門

国内・外において需要の低迷が予想される中、シェアの維持・拡大と価格改定効果により上期を上回る見通

しであるものの、当初予想までには至らず

事業部門別連結売上高見通しの概要 ７

●産業工材事業部門

マーキングフィルム、ウインドーフィルムは減少

太陽電池用バックシートが引き続き大幅な伸長（通期見通し：63億円）

そのほか、塗装代替フィルムやアルミホイール用プロテクトフィルムが新たに採用されると期待

●オプティカル材事業部門

下期は液晶関連製品の需要低迷の影響により在庫調整が予想され、日本、韓国、台湾ともに減少

通期では、上期が当初予想に対し大幅に上回ったことにより当初予想を上回る見込み

●ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾄﾏﾃﾘｱﾙｽﾞ事業部門

半導体関連装置が引き続き市場の回復が期待できないことに加え、ＰＤＰ・タッチパネル関連粘着製品、半

導体関連製品、積層セラミックコンデンサー用コートフィルムも低迷

リンテック  コリアでは、ダイボンディングデープの採用が来期にずれ込む

●洋紙事業部門

第２次価格改定効果はあるものの、下期の需要低迷が予想される

●加工材事業部門

炭素繊維プリプレグ用工程紙が当初予想に対し減少



連結業績の見通し②

上期実績  
(’08/4～’08/9)

(A)

下期見通し  
(’08/10～’09/3)

(B)

通期見通し  
(’08/4～’09/3)

(C （A+B))

当初予想  
(’08/4～’09/3)

(D)

増 減

(C-D)

(参考)

前期実績

(’07/4～’08/3)

(単位 : 百万円)

売上高売上高 109,469 102,500 212,000 212,000 ― 202,296

営業利益営業利益 7,780 6,200 14,000 15,700 ▲1,700 14,894

経常利益経常利益 7,064 5,900 13,000 15,000 ▲2,000 13,279

当期純利益当期純利益 4,858 4,400 9,300 11,200 ▲1,900 9,308

８



●増益要因

(1)価格改定効果

当初予想２０億円(対前期比)に対して２６億円となる見込み  ６億円

９連結営業利益の主な増減要因（対当初予想）

●減益要因

(1)原燃料価格の上昇

当初予想２０億円(対前期比)に対して２７億円となる見込み  ７億円

(2)減価償却費の増加

主要生産設備の耐用年数短縮による増加  １２億円

(3)円高による海外連結子会社の円換算後の営業利益減少額

当初予想  1US$=105円  を  1US$=100円に見直し  ４億円



本資料の内容に関する注意

本資料に記載された計画や予測等は、資料作成時点での様々な前提に基づいた弊  
社の判断であり、その内容の正確性を保証したり、将来の計画数値、施策の実現  
を確約したりするものではありません。また、今後、予告なしに変更されること  
があります。
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